
　神奈川県川崎市教育委員会は、市
の教育施策「かわさき教育プラン」
で示した基本目標の「自主・自立」「共
生・協働」の下、2020年11月に「か
わさきＧＩＧＡスクール構想」（以下、
「かわさき構想」）（図１）を打ち出し、
未来社会の創り手を育む新しい教育
を推進している。取り組みのキーワー
ドは、「つながる」だ。新田瑞江指導
主事は、「つながる」に込めた思いを
次のように語る。
　「本市では、小・中学校のキャリア
教育で地域と連携して課題に取り組
むなど、『つながる』ことを大切にし
た教育活動を行っています。『かわさ
き構想』の推進にあたっても、ＩＣＴ

を活用して、子どもが他者や社会、
既習事項、他教科などと『つながる』
中で、自身の考えを深め、新たな気
づきを得たり、問題を解決したりす
るような学びを実現したいと考えて
います」
　施策の中心を担うのは、川崎市教
育委員会の情報化担当の川崎市総合
教育センターの情報・視聴覚センター
（以下、センター）だ。2021年４月
に１人１台端末が各学校に配備され
たらすぐに授業で活用できるよう、
教職員向けハンドブックの作成・研
修計画等のソフト面から、機器・高
速大容量通信の整備といったハード
面までを、教育委員会全体が機能的
につながりながら準備を進めていっ
た。和田俊雄指導主事は、次のよう
に語る。

　「本市では学校数が170以上あり、
児童生徒用の端末数だけで約11万台
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◎神奈川県の北東部に位置する政令指定都市。市域は 7 区に分かれ
る。臨海部や多摩川周辺の水と緑の空間や、東海道川崎宿、川崎大
師の歴史的資源、産業・工作機械の産業遺産など、多くの魅力ある
地域資源を有している。

人口　約 154 万人　面積　144.35㎢　市立学校数　小学校
114 校、中学校 52 校、特別支援学校 4 校
児童生徒数　　約 10 万 4,000 人
電話　044-844-3657（川崎市総合教育センター）

自治体概要

学習者用端末　小・中学校：ノート型パソコン、 特別支援学校：タブレット　通信環境　無線ＬＡＮ　通信速度　10Mbps ／台　
教員向け ICT 研修　年間 200 回以上
ICT 支援員（GIGA スクールサポーターとして）15 人　ICT 研究会等　情報教育研究会（約 200 人）

ICT 環境
支援体制

「つながる」をキーワードに、
推進協力校やＧＳＬ間で事例を共有

川崎市教育委員会

「かわさき GIGA スクール構想」を、
「つながる」をキーワードに推進

神奈川県川崎市
神奈川県川崎市教育委員会では、ICTの積極的な活用に立候補した学校を「推進協力校」にするとと
もに、GIGAスクール構想推進役の教員（GSL）を各学校で選任。1人1台端末を配備後すぐに活用でき
るよう、各学校の主体性を重視しながら準備を進めた。情報交換の場をインターネット上にも設け、学校・
教員間のつながりを強化。ほぼ毎日、端末を利用している子どもが約８割に達した。

お話を聞いた方

川崎市総合教育センター　情報・視聴覚センター
GIGAスクール担当課長

添野雅美 そえの・まさみ

指導主事・GIGAスクール担当　　　　　　　　
（研修・企画立案、企業連携等）

新田瑞江 にった・みずえ

指導主事・GIGAスクール担当
（デジタル教科書、副読本等）

吉田 進  よしだ・すすむ

指導主事・GIGAスクール担当
（情報モラル、セキュリティー等）

和田俊雄 わだ・としお

指導主事・GIGAスクール担当
（研修、GIGA スクールサポーター等）

今 麻由子 こん・まゆこ

指導主事・GIGA スクール担当
（持ち帰り、オンライン指導等）

石橋純一郎 いしばし・じゅんいちろう

指導主事・GIGA スクール担当
（アカウント管理、セキュリティー等）

杉本昌崇 すぎもと・まさたか

事
例

1
市教委と学校の“つながり”を強化しつつ、
各学校の“主体性”を重視しながら ICT活用を推進
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に上ります。ハード・ソフト両方の
管理を、簡潔かつ効率よく行えるよ
う、児童生徒のアカウントを一斉管
理でき、セキュリティーもすべて同
時に設定できる機種を採用しました」
　ただし、特別支援学校では別の機種
にしたと、杉本昌崇指導主事は語る。
　「特別支援学校では、子どもの障害
の種別に応じた端末使用の必要があ
ります。導入できるソフトウェアの
種類が多く、直感的に操作できる機
種を選定しました」

　

　「かわさき構想」では、ステップ０
〜３で段階的に子どもの学びを変容
させる計画を立てた（図１）。2021
年度は、情報活用能力の初期段階の
指導であるステップ０を踏まえ、ス
テップ１「インターネットにつなが
ることで、“いつでも”“どの教科でも”
使えることを実感する」の達成を目指
し、次の①〜⑤の施策を行っている。
①「推進協力校」を募集
　各区内で「かわさき構想」の推進
に関する情報交換の中心を務める「推
進協力校」を、多くの学校が担える
よう単年度ごとに募ることにした。
　2021年度は、７区から小学校７校、
中学校４校、特別支援学校１校が推
進協力校となり、指導主事の支援を
受けながら、授業で積極的にＩＣＴ活
用を推進。それらの実践事例は、教
員研修等を通じて市立学校全校で共
有している。
　「各学校が、子どもの実態に合わせ
て工夫し、主体的に取り組んでこそ、
ＩＣＴ活用は定着します。様々な事例
の共有がスムーズになるよう、学校
間の横のつながりを強化する仕組み
をつくりました」（新田指導主事）
②各学校で校内の推進役「GSL」を選任

　市立の小・中・特別支援学校全校で、
「かわさき構想」の校内推進役となる
「ＧＳＬ（GIGA School Leader）」を選任。
ＧＳＬの教員は、校内の端末活用計画
の立案や校内研修を中心的に進める
役割を担う。センターは、各学校の
ＧＳＬと連携しながら実践事例を把握
し、研修や各学校の支援に生かす。
③年間200回以上の教員研修を実施
　教員研修は、１人１台端末が配備
される前の2020年12月から開始。主
にＧＳＬを対象に、それぞれの学校
教育目標に基づいた推進計画の立案、
端末や授業用ソフトの操作方法、情
報モラルやセキュリティー対策、ア
カウント管理などを取り上げた。希
望者には、ソフトウェアの活用に関
するスキル別の研修も実施。サポー
ト業者と連携し、各学校１回以上の
校内研修も行った。
　「指導主事が各学校を訪問する際、
他校の実践事例を紹介するとともに、
困りごとを把握し、研修内容に反映
させています」（新田指導主事）
④教員間の情報共有サイトを開設
　学校を超えて教員同士で相談でき
るよう、ＧＳＬの情報交換の場として

「情報交換クラスルーム」と「チャッ
トルーム」をインターネット上に開
設。市内の全教職員がアクセスでき
る「情報共有サイト」も用意した。
吉田進指導主事は、教職員間で情報
交換が行われていると語る。
　「『端末の利用に関する保護者への
文書で、何を伝えればよいか』など、
実際に困っていることに他校の教職
員が助言しています。学校現場の問
題をタイムリーに解決でき、具体的
な情報交換の場となっています」
⑤「GIGAスクールサポーター」を配置
　2021年５月からは、企業と連携し
て、「ＧＩＧＡスクールサポーター」
を15人配置した。各学校に月２回程
度訪問し、端末操作の支援などを行っ
ている。同施策担当の今

こん

麻由子指導
主事は、サポーターは学校にとって
心強い存在だと語る。
 　「例えば、キーボード入力に慣れて
いない低学年の子どものために、ロ
グインに必要な文字キーにシールを
貼る作業を行っています。低学年の
子どもへの操作指導においては、子
ども目線でのアドバイスを行い、授
業をサポートしています」

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集
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推進協力校の実践事例は、
各学校のＧＳＬを通じて広める

図１「かわさきGIGAスクール構想」概要

「かわさきＧＩＧＡスクール構想」は、市のウェブサイトや市政だよりでも発信しており、保護者
や地域の理解を得ることも重視している。
※川崎市教育委員会の提供資料を基に編集部で作成。

インターネットにつながることで、
“いつでも”“どの教科でも”使えることを実感するステップ1

タイピング等の初期段階の指導ステップ0

既習や他者とつながることで、主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善ができ、資質・能力をより確実に育成するステップ2

各教科等の学びが、他教科等や生活につながることで、
社会課題の解決や一人一人の夢の実現に活かすステップ３

かわさき
教育プラン

キーワードは「つながる」

共生・協働自主・自立
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　2021年７月に同センターが全校に
実施した調査では、「端末をほぼ毎日
利用している」の割合が、小学６年
生で約77％、中学３年生で約88％だっ
た。石橋純一郎指導主事は、それら
は想定以上の成果だったと語る。
　「小学校では、高学年を中心に端末
を活用して学習に取り組み、教員か

らの連絡や宿題をオンラインで配信
することに挑戦している学校もあり
ます。また、７月末の緊急事態宣言
の発出に備える形で、夏季休業前ま
でに、端末を持ち帰らせて、家庭学
習で活用できるようにした学校もあ
りました。臨時休業に備えて、オン
ライン指導の整備も進めています」
　今後は、ステップ２・３の達成に
向けて、さらにサポートしていきた
いと、添野雅美担当課長は語る。

　「ステップ１は６〜７割程度達成で
きましたが、学校間・教員間で活用
状況にはばらつきが見られます。教
員研修も、個々の課題に沿った内容
にしていくことが重要だと考えてい
ます。ステップ１を達成した学校に
対しては、次のステップ２の達成に
向けて『主体的・対話的で深い学び』
に活用できるＩＣＴの使い方など、希
望制のオンライン研修を進めていき
ます」

　川崎市立田島中学校は、「かわさき
構想」の推進に向けて、2021年１月
に動き始めた。教務主任の濱田寿先
生は、既に授業でＩＣＴを活用してい
た教員に声をかけ、計９人で「ＧＩＧ
Ａスクール構想推進委員会」（以下、
委員会）を立ち上げた。
　「私も含め、導入される生徒用端末
を扱うのは皆、初めてでした。そこで、
教員間で協力して実践することでノ
ウハウを蓄積し、それを校内に広め
ていく方法が、効果的かつ効率的だ
と考えました。加えて、市の推進協
力校にも立候補したので、センター
が実施する推進協力校向けの研修や
指導主事による実践的な支援を受け
られることになりました」
　委員会では、導入される授業用ソ
フトについても、どういった機能が
あるのか、校務で利用するソフトウェ
アとどのような違いがあるのかを試

し、授業での活用を想定していった。
　委員会の濱田先生と１学年主任の
新井和城先生は、市のＧＳＬにもなり、
同年２月のＧＳＬ向け研修では、導入
される端末やソフトウェアの基本操
作を学んだ。その内容を踏まえて、3
月の校内研修は、教員が不安なく生
徒に端末の操作を指導できるよう模
擬授業形式にした。
　「端末が配備されたら、最初に、生
徒にログインなどの基本操作を指導
する必要があります。そこで、校内
研修で行ったことをそのまま授業で
実践できるよう、私が教員役を務め、
先生方が生徒役になって、実際に操
作をしてもらいました。ほかに、授
業での利用頻度が高くなりそうなソ
フトウェアの操作も実際にやっても
らいました」（新井先生）
　研修後は、校務でも端末を利用し
て操作に慣れていき、４月の全員配備
に備えた。５月には、センターの支援
を受け、授業支援ソフトの有資格者
を講師に迎え、ソフトウェアの効果的

設立	 1947（昭和 22）年
学級数	13 学級（うち特別支援学級３）
生徒数	382 人

学習者用端末　ノート型パソコン
その他の ICT 機器　実物投影機　
ICT 担当教員数　９人（GIGA スクール
構想推進委員会）　
ICT校内研修　年６回
ICT 支援員　（GIGAスクールサポーターとして）月２回
家庭への持ち帰り　全学年（平日、休日、
長期休業中）

学
校
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
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推進委員会を設け、ＩＣＴの活用を促進。
生徒は昼休みや家庭でも意欲的に活用

川崎市立田島中学校

校内で委員会を立ち上げ、
模擬授業形式で研修を実施

校長

元木亮二
もとき・りょうじ

同校に赴任して２年目。

教務主任、GIGA スクール
構想推進リーダー

濱田 寿
はまだ・ひさし

同校に赴任して７年目。
技術・家庭科（技術分野）。

1 学年主任、GIGA スクール
構想推進リーダー

新井和城
あらい・かずしろ

同校に赴任して３年目。
英語科。

お話を聞いた方

オンライン授業や
オンライン研修に向けて整備中
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な活用に関する校内研修を２日間で
計６時間実施。ソフトウェアの特性
や操作方法が全教員に周知されたこ
とで、授業での活用が一気に進んだ。

　端末が１人１台ずつ配備された４
月から、学活でタイピング練習を行っ
たり、朝学習の時間に個別学習用
ＡＩドリルに取り組ませたりするな
ど、生徒の積極的な活用を促し、基
本操作を身につけさせた。
　そして、５月からは、授業での本
格的なＩＣＴ活用を始めた。よく活
用しているのは、協働学習支援ソフ
トだ（写真1）。例えば、動物を分類
する理科の授業では、画面共有機能
で皆の意見を共有しながらグループ
ワークを行った。ほかの班の意見を
見ることができるため、より多くの
気づきが生まれやすくなったという。
　英語科の授業では言語活動にＩＣＴ
を活用していると、新井先生は語る。
　「コロナ禍で、生徒同士が直接向き
合う形式の活動が制限される中、オ
ンライン会議システムを使って、生
徒間で距離を保ちながらスピーキン
グ活動を行っています」
　また、濱田先生は、授業でＩＣＴを
活用するようになってから、生徒の
学びが深まっていると語る。
　「これまで授業の最後にノートに書
かせていた振り返りを、端末に入力
する形にし、提出期限を当日中まで
に延ばしました。すると、記述が苦
手な生徒も、休み時間や放課後にじっ
くり考えてから提出するようになり、
振り返りの量と内容が充実するよう
になりました。音声入力を利用して
提出する生徒もいます」
　振り返りのデータ化は、授業改善
や業務効率向上にもつながっている。

　「一覧表示機能で、クラス全員分の
振り返りを見通すことができるので、
クラス全体の学習の理解度や課題を
把握しやすくなりました。全員分の
ノートの持ち運びも必要なくなり、
都合のよい時に見て、コメントを書
けるので、業務効率も格段に上がり
ました」（新井先生）

　同校では、「授業開始３分前には端
末を閉じる」「利用するのは教室内の
み」などのルールを決めた上で、授
業時間以外でも端末を利用してよい
ことにした。すると、休み時間に個
別学習用ＡＩドリルにゲーム感覚で取
り組む生徒が続出し、昼休みの利用
だけで１か月間に８時間も学習した
生徒もいた。
　６月末からは、端末の家庭への持
ち帰りを可能にしたところ、家庭学
習時間が増加傾向にある。濱田先生
が担当教科内で行ったアンケート調
査では、７月時点で、ほぼ全員の生
徒が端末を利用して、家庭での学習
を行っていた。
　「個別学習用ＡＩドリルを利用すれ
ば、自分の理解度に応じて何をどう
学習すればよいかが分かりやすいか
らでしょう。今まで家庭学習時間が
少なかった生徒にも、意欲的に学ぶ

姿が見られます」
　保護者からも、「以前より宿題に前
向きに取り組んでいる」「学習スタイ
ルが今の子どもに合っている」などの
肯定的な声が寄せられているという。

　　

　端末の持ち帰りは、不登校の生徒
にもよい影響を及ぼしている。通常
の授業や全校集会などで、教卓にカ
メラを置いてオンラインで配信する
ことで、クラスメートと同じように
参加できるようにしている（写真2）。
　「オンライン会議システムの活用
で、電話では伝わりにくかった微妙
なニュアンスの内容も伝わるように
なりました。教室には入れなくても
登校はできるようになった生徒や、
担任とチャットでは話せるように
なった生徒など、前向きな変化が見
られています」（濱田先生）
　授業のオンライン配信は、緊急事
態宣言発出下で登校に不安のある生
徒も50人以上が利用。また、固定カ
メラからの配信では板書が見えにく
いからと、板書を適宜撮影しておき、
授業後に共有フォルダに上げるよう
にしたところ、授業に出席した生徒
からも復習に活用できると好評だ。
　今後の課題は、ＩＣＴの活用を生徒
の学力向上につなげることだと、元

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集
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授業の振り返りを端末で提出。
内容が充実し、業務効率も向上

端末の家庭への持ち帰りで
家庭学習時間が増加傾向

◀　　　　２年生の「総合的な学習の時間」では、
校外学習班の行動をまとめた発表スライドを、４
～５人による同時編集ソフトで作成して発表。個々
のアイデアが形になりやすかったという。

▶　　　　全校集会をオンライン会議システムで、
リアルタイムで配信。生徒は、各自の教室や家庭で
それを視聴した。

登校できない生徒も
オンラインでの学習が可能に

写真１

写真２
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　川崎市立久本小学校は、校内研究
のテーマに「主体的・対話的で深い
学び」を掲げ、対話的な学習の土台
となる「友だちとかかわる心と力」の
育成に力を入れている。「かわさき構
想」のスタートに伴い、その研究を加
速させることができると、研究推進副
主任の関根智尋先生は考えたという。
　「校内研究の目標は、『やってみた
い！なるほど！楽しいな！〜かかわ
り合い高め合う姿〜』です。ＩＣＴを
活用することで『協働的な学び』の
充実を図ることができ、友だちとつ
ながる力をより一層育むことができ
ると考えました」
　「かわさき構想」の実施は、同校の
校内研究を進める研究推進委員が中
心となった。センターが募集した推
進協力校に立候補するとともに、研
究推進主任の中村誠先生がＧＳＬとな
り、情報収集に努めた。
　2021年２月に教員用端末が配備さ
れてまず取り組んだのは、子どもと一
緒に端末利用のルールを考えること
だった。５年生の社会科の情報通信技
術を学ぶ単元で、３時間分の授業を
充てて、子どもと話し合った。
　１時間目は、オンライン会議シス
テムで５年生の全４クラスをつな

ぎ、教員が端末や授業用ソフトの基
本操作について子どもに説明。２時
間目は、クラスごとに話し合いを行
い、端末の利点や注意点を整理した。
そして、３時間目に再度、オンライ
ン会議システムで全クラスをつなぎ、
各クラスが話し合いの結果を発表し
合った。研究推進委員で、同授業の
指導案を作成した若月優奈先生は、
次のように語る。
　「各クラスからは、『誰も傷つけな
い使い方をする』『学校全体の交流に
使えそう』などの意見が上がりまし
た。それらの意見を基に教員で話し
合い、『あしたはひよこ』（写真３）と
いうキャッチフレーズで端末利用の
ルールを作成しました。子どもが自ら
使い方を考えたことで、端末利用への
意欲が高まり、情報モラルを自分事と
して主体的に学べたようです」

　

　校内研修も2021年２月に開始した。
　「校内研修では、『楽しく遊ぼう』
をテーマに、協働学習支援ソフトを
使ってグループで絵しりとりをした
り、テーマに沿った絵を同時編集で
描いたりしました。操作方法の習得
に加え、教員自身がＩＣＴを使って楽
しむことで、ＩＣＴによって広がる学

設立	 1955（昭和30）年
学級数	 29 学級（うち特別支援学級３）
児童数	 886 人

学習者用端末　ノート型パソコン
通信環境　無線 LAN
通信速度 10Mbps ／台
その他の ICT 機器　実物投影機、50型
テレビ　 
ICT担当教員数　2 人  
ICT校内研修　年 10回　
ICT支援員　（GIGAスクールサポーターとして）月２回
家庭への持ち帰り　全学年（平日、休日、
長期休業中）　

学
校
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
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子どもが一緒に利用ルールを考えることで、
端末利用の意欲を高め、情報モラルも育む

川崎市立久本小学校

５年生の社会科の授業で、
端末利用のルールを検討

教員自身も楽しく学ぶことで、
ＩＣＴによる学びの可能性を実感

校長

松崎哲範
まつざき・てつのり

同校に赴任して１年目。

研究推進主任、GIGAスクー
ル構想推進リーダー

中村　誠
なかむら・まこと

同校に赴任して６年目。
４年生担任。

研究推進副主任

関根智尋
せきね・ともひろ

同校に赴任して３年目。
３年生担任。

お話を聞いた方

木亮二校長は語る。
　「端末の１人１台配備から半年間
で、生徒も教員もＩＣＴをあたり前の

ように使えるようになり、さらには、
生徒の学習意欲が高まっているとい
う手応えを感じています。基礎学力

を一層伸ばすためにはどのような手
立てが必要なのか、ＩＣＴ活用の研究
を深めていきます」

研究推進委員

若月優奈
わかつき・ゆうな

同校に赴任して４年目。
６年生担任。
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びの可能性を実感できればと期待し
ました。また、ＩＣＴを使うことが目
的ではなく『○○のためにＩＣＴを活
用しよう」と考えることを大切にしな
がら研修を行っています」（中村先生）
　研修の講師は、校内の様々な先生
に担当してもらった。
　「本校では、学校教育目標の中に『明
日も行きたくなる学校』という言葉
があります。子どもだけでなく、先生
方も本校で働くことにやりがいを感
じて、学校に行きたくなるよう、校
内研修を教員が活躍できる場にした
いと考えました。教員同士で気兼ね
なく質問や相談ができる環境をつく
り、かかわり合い高め合える関係に
なることを目指しました」(中村先生）

　４月には１人１台端末が配備され、
授業での活用を開始。３年生担任でも
ある関根先生は、端末が子どもの手
元にあることで資料の提示がしやす
くなり、学びが深まったと語る。
　例えば、社会科でスーパーマーケッ
トについて学ぶ単元では、チラシを
題材に店の特色や集客の工夫を考え
させている。以前は、拡大コピーし
たチラシを黒板に貼って、気づいた
ことを挙げさせていた。
　「今回は端末でチラシをじっくり観
察できたので、各自が自分の考えを
丁寧にまとめていました。拡大も容
易にできるため、野菜の写真には産
地が記載されていることなど、細か
い工夫にも、子どもは気づけていま
した（写真４）。『実際にお店に行っ
てみたい』『他の店も調べたい』など
と興味が広がる様子も見られました」
　６年生の社会科では、戦国時代の
単元の導入で、『もし自分が武士だっ
たら、全国統一のためにどのような

準備をしますか？』と問いかけ、自
分の考えを端末に入力させた。全員
の意見は50型テレビで共有し、それ
らの中で敵にしたくない武士と理由
を発表させ、学びを深めた。
　「難易度の高い抽象的な問いでした
が、画面共有機能でほかの子どもの
考えを見られるようにしたことで、
全員が自分の考えを発表できました」
（若月先生）

　同校では、緊急事態宣言発出下の
９月から、端末の家庭への持ち帰り
を実施。登校に不安のある子どもは
オンラインでの授業参加も許可し、
８月中に家庭との接続テストを行っ
た。クラス全員を同時につなぐと、通
信の負荷が大きいことや、児童間のト
ラブルの回避、家庭のプライバシー
保護のため、消音にして、短時間の接
続で済ませた。短い時間ではあった
が、クラス担任とつながることで表
情を和らげる子どもの姿が見られた。
　オンラインによる授業の配信に向
けて、校内研修も実施。板書の文字
の大きさや見やすいチョークの色、
教員の立ち位置など、どのような点
に配慮すれば、子どもが家庭で授業
を受けやすいかを実際に試して確認。
また、時間割や授業プリントもイン

ターネット上で確認できる仕組みを
整えた。９月には約130人の子ども
が問題なくオンライン授業を利用で
きる環境が整った。実際にオンライ
ンで参加する子どもは各クラス数人
だったが、少しでも学校とつながっ
て学習していることを実感できるよ
う、授業の始まりと終わりには担任
から声をかけるようにした。
　「自宅で授業を受けている子ども同
士は、互いの顔が見えるので、どう
しても学習とは関係がないかかわり
が生まれてしまいました。そこで、
カメラはオフにして授業に参加する
という約束をつくり、学校とのつな
がりを意識させたい場面のみ、担任
からの指示でカメラをオンにするよ
うにしました」（中村先生）
　松崎哲範校長は、今後の展望を次
のように語る。
　「ＩＣＴを意欲的に活用している子
どもを見ると、新たな学びの可能性
を感じます。子どもたちの未来のため
に、教員が一丸となって活用を進める
ことが大事だと考えています。教育
委員会では、豊富な研修メニューを
用意してくれているため、教員のスキ
ルアップに役立ちます。授業でＩＣＴ
をどのように活用したら効果的なの
かも、実践を深めて行く中で明らか
になっていくでしょう。今後も校内
研究と併せて、ＩＣＴ活用を推進して
いきます」

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用
─実践的な研修と事例共有で学校を支援する

特集
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授業にＩＣＴを活用することで
興味が広がり、学びが深まる

家庭でのオンライン利用に
向けても試行錯誤中

▶　　　　子どもと考えた端末利用に関するルールを、
各ルールの頭文字を取って、「あしたはひよこ」という
キャッチフレーズにまとめた。

◀　　　　端末を用いて、２つのスーパーマーケット
のチラシを比較する子どもたち。ほかの店のチラシも
見たいと言った子どもには、教員が別のチラシのURL
を送信。クリックしてすぐ見られるようにした。

写真３

写真４
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